
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

①地区内の耕地面積 8.3

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 6.3

③地区内における６５才以上の農業者の耕作面積の合計 4.3

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

いちき串木野市 冠岳（宇都、岩下、川畑） 令和３年　３月 平成３０年　３月

（備考）

注１：③の「〇才以上」には、地域の実情に応じて、５～10年後の農地利用を議論する上で適切な年齢を記載します。
注２：④の面積は、下記の「（参考）中心経営体」の「今後の農地の引受けの意向」欄の「経営面積」の合計から「現状」
　　　欄の「経営面積」の合計を差し引いた面積を記載します。
注３：アンケート等により、農地中間管理機構の活用や基盤整備の実施、作物生産や鳥獣被害防止対策、災害対策
　　　等に関する意向を把握した場合には、備考欄に地区の現状に関するデータとして記載してください。
注４：プランには、話合いに活用した地図を添付してください。

地区内の担い手は仙人村のみで受け手が足りていない。一方で後継者がいる農業者が他地区に比べいるので、
今後発生が予想される高齢離農の農地の受け手の育成・確保が必要。

注：「課題」欄には、「現状」を基に話合いを通じて提示された課題を記載してください。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

集落営農組織仙人村を中心に、担い手の確保も含め集約を進める。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 2.1

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 2.2

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 1.8

注１：中心経営体への農地の集約化に関する将来方針は、対象地区を原則として集落ごとに細分化して作成すること
　　を想定していますが、その「集落」の範囲は、地域の実情に応じて柔軟に設定してください。

注２：「中心経営体」には、認定農業者、認定新規就農者、経営所得安定対策の対象となる法人化や農地の利用集積
　　を行うことが確実と市町村が判断する集落営農及び市町村の基本構想に示す目標とする所得水準を達成している
　　経営体等が位置付けられます。



（参考）　中心経営体

仙人村 ha ha 冠岳、久木野松下

ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha
ha ha

計 人 ha ha

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

農業を営む範
囲

集 水稲他 0.5 水稲他 1.5

属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積

1 0.5 1.5

注１：「属性」欄には、個人の認定農業者は「認農」、法人の認定農業者は「認農法」、認定新規就農者は「認就」、
　　法人化や農地集積を行うことが確実であると市町村が判断する集落営農は「集」、基本構想水準到達者は
　　「到達」と記載します。
注２：「今後の農地の引受けの意向」欄については、現状からおおむね５年から10年後の意向を記載します。
注３：「経営面積」欄には、プランの対象地区内における中心経営体の経営面積を記載します。

機械の活用や農作業の一部委託等により負担軽減に努め、地区内の農業者と仙人村の連携を図る。



２．集落戦略（集落の将来像）
２－１協定農用地の将来像を踏まえた集落の現状（複数可）

２－２集落の現状を踏まえた対策の方向性（複数可）

集落の現状 担い手の詳細
担い手等が確保できており、耕作を継続していく

農業者（協定内）【具体名：〇〇】
農地所有適格法人、農業生産組織等（協定内）【具体名：〇〇】
農業者（協定外）【具体名：〇〇】
農地所有適格法人、農業生産組織等（協定外）【具体名：〇〇】

〇 担い手等が確保できているが、全ての委託希望は受けられない
農業者（協定内）【具体名：〇〇】

〇 農地所有適格法人、農業生産組織等（協定内）【具体名：仙人村】

耕作を継続していきたいが、耕作条件の悪い農地がある
耕作を継続していきたいが、農業所得が低い
耕作を継続していきたいが、法面や水路・農道等の管理が過重な負担となっている

農業者（協定外）【具体名：〇〇】
農地所有適格法人、農業生産組織等（協定外）【具体名：〇〇】

担い手等が確保できていない

対策の方向性 担い手の詳細
耕作放棄の懸念はなく、集落の課題もないことから、対策は不要

〇 協定内で担い手を育成・確保

鳥獣被害が深刻であり、耕作意欲が減退している

集落の自治（コミュニティ）機能が低下しており、生活に支障・不安が生じている
（具体的に記載）
具体的内容：〇〇～

その他（自由記載）

協定外で担い手を確保
農業者（協定外）
農地所有適格法人、農業生産組織等（協定外）

農業者
〇 農地所有適格法人、農業生産組織等

新規就農者

省力化技術の導入や外注化等により労働負担の軽減を図る
耕作継続が困難な農用地の林地化
放牧利用による農用地の管理

基盤整備等により耕作条件を改善
農産物の高付加価値化により所得の向上を図る
新たな作物の導入により所得の向上を図る

鳥獣被害防止対策の実施
集落の自治（コミュニティ）機能の強化

〇 その他（自由記載）協定参加者（家族含む）間及び地域ぐるみでの体制を目指す。

田代玉団地集落戦略



２－３具体的な対策に向けた検討（複数可）

２－４今後の対策の具体的内容及びスケジュール（決まり次第記載）

２－５農業生産活動等の継続のための支援体制

 ※「２－２集落の現状を踏まえた対策の方向性」で「対策は不要」とした場合は、記載
不要

検討を要する事項
特に懸念はなく、協定参加者で実施していく
協定参加者だけでは検討が困難であり、外部（市町村・都道府県を含む）からの助力を得たい

〇 その他（自由記載）協定参加者の家族等も含めた協力体制を確立させる。

 ※「２－２集落の現状を踏まえた対策の方向性」で「対策は不要」とした場合は、記載
不要

定期的な話合い等により地域の状況について確認作業を行いながら、第5期協定の5年間で協定参
加者（家族を含む）で共通認識をもって、集落協定農用地の維持管理体制の確立を図る。

（第５期対策の期間中に、協定農用地において農業生産活動等の継続が困難な農用地が
発生した場合の支援体制）

第５期対策期間中の農業生産活動等の継続のための支援体制

他の協定との広域化を考えたい
中山間地域等直接支払交付金の加算措置を活用したい
対策に活用可能な補助事業等を紹介してほしい

※上記の支援体制によってもなお、当該農用地で農業生産活動等の継続が困難となった
場合には、集落協定代表者は、速やかに市町村、農業委員会等に当該農用地に対する利
用権の設定等又は農作業受委託の斡旋等を申し出ることとする。
※結果として、当該農用地で農業生産活動等の継続が困難となった場合には、当該農用
地分のみ、交付金の返還が必要（本人の病気や高齢化、家族の病気など、不可抗力等の
場合は交付金の返還は免除）。

農業者が支援する【具体名：〇〇】
〇 協定参加者で役割分担しつつ、農用地の維持管理を行う

その他（自由記載）

農地所有適格法人が支援する【具体名：〇〇】
ＪＡが支援する【具体名：〇〇】

〇 集落営農組織が支援する【具体名：仙人村】

田代玉団地集落戦略



（別紙様式２）

１　農用地の内訳等及び集落戦略（協定農用地の将来像）

「集落戦略」は、体制整備単価の場合に使用する。
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通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13214 1 田 147 藤脇　マツミ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13214 3 田 944 藤脇　マツミ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13215 田 494 岩下　展子

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13306 田 331 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13309 田 664 橘木　久吉

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13310 田 200 橘木　久吉

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13311 田 373 谷口　多津夫

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13316 田 620 谷口　多津夫

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13317 田 577 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13318 田 592 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13324 1 田 292 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13325 田 471 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13326 1 田 768 大平　良徳

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13327 1 田 520 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13351 田 870 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13355 田 477 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13359 1 田 78 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13359 2 田 405 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13359 3 田 148 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13360 田 345 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13361 田 594 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13363 田 1001 久保　哲雄

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13364 田 1022 久保　哲雄

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13365 田 279 仙人村

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13366 田 675 仙人村

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13368 田 515 大平　一成

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13369 1 田 245 橘木　久吉

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13370 1 田 173 橘木　久吉

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13372 1 田 701 藤脇　マツミ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13373 1 田 302 川畑　千秋

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13374 1 田 428 松下　進

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13375 1 田 619 松下　進

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13382 田 230 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13383 田 221 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13384 田 96 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13388 田 374 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13389 田 1049 仙人村

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13390 田 213 川畑　年弘

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13392 田 800 田代　栄一

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13393 田 940 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13394 田 277 川畑　千秋

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13395 田 537 川畑　千秋

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13396 田 230 川畑　千秋

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13397 田 664 川畑　マキエ

通常 田代玉 田代玉 冠嶽 13398 田 461 浅井　重己

通常

通常

通常

計 21,962

緩 8,000 4,296 耕作地 ○

緩 8,000 2,216 耕作地 ○

緩 8,000 1,840 耕作地 ○

○

緩 8,000 6,400 耕作地 ○

緩 8,000 7,520 耕作地

緩 8,000 1,704 耕作地 ○

緩 8,000 8,392 耕作地

○

○

緩 8,000 2,992 耕作地 ○

緩 8,000 768 耕作地

○

緩 8,000 1,768 耕作地 ○

緩 8,000 1,840 耕作地

緩 8,000 4,952 耕作地 ○

緩 8,000 3,424 耕作地 ○

緩 8,000 2,416 耕作地 ○

緩 8,000 5,608 耕作地

耕作地 ○

○

緩 8,000 1,384 耕作地 ○

緩 8,000 1,960

緩 8,000 4,120 耕作地 ○

緩 8,000 5,400 耕作地

○

緩 8,000 3,688 耕作地 ○

緩 8,000 5,312 耕作地

緩 8,000 2,232 耕作地 ○

緩 8,000 8,176 耕作地 ○

耕作地 ○

緩 8,000 8,008 耕作地 ○

緩 8,000 4,752

○

緩 8,000 2,760 耕作地 ○

緩 8,000 1,184 耕作地

○

緩 8,000 3,240 耕作地 ○

緩 8,000 624 耕作地

緩 8,000 3,816 耕作地 ○

緩 8,000 6,960 耕作地

耕作地 ○

○

緩 8,000 4,160 耕作地 ○

緩 8,000 6,144

○

緩 8,000 3,768 耕作地 ○

緩 8,000 2,336 耕作地

緩 8,000 4,736 耕作地 ○

緩 8,000 4,616 耕作地 ○

緩 8,000 4,960 耕作地 ○

緩 8,000 2,984 耕作地 ○

耕作地 ○

○

緩 8,000 1,600 耕作地 ○

緩 8,000 5,312

緩 8,000 2,648 耕作地 ○

緩 8,000 3,952 維持管理農用地 下刈・耕運

緩 8,000 7,552 耕作地 ○

緩 8,000 1,176 耕作地 ○

その他（具
体的に記
載）

第３順位加算 集落戦略を作成しない

第４順位加算

第５順位加算

管理者が引
き続き耕作

後継者が耕
作を継承

担い手等に
引き受けて
もらう予定
（受け手が
決まってい
る）

担い手等に
引き受けて
もらうこと
を希望
（受け手が
決まってい
ない）

農地中間管
理機構への
貸付を希望

具体的
活動内
容

③現況 ④基礎・体制整備
単価

⑤加算の適用 ⑥農用地の管理 ⑦
管
理
者

⑧個人配分
を受ける所
得超過者の
引受地交付基

準(傾斜
等)

10a当た
りの単
価(円)

注１） 「農用地の内訳等」は集落協定書に添付し、提出期限（当該年度の６月30日、令和２年度においては８月31日）までに協定農用地が存する市町村長に提出する。

注２） 「集落戦略」は、「農用地の内訳等」を含むものとし、集落戦略の作成後は、協定農用地が存する市町村長に提出するとともに、令和６年度まで毎年度、記載内容の確認を行
うものとする。

注３）

注４） 集落戦略の作成に当たっては、農業者の年齢階層別の就農状況や後継者の確保状況が把握できる地図を活用し、現状の見える化をするなど円滑な話合いを行い、合意形成を図
る。なお、上記の地図においては、以下に例示される事項を記載するとともに、活動を実践するものとする。
① 農地法面、水路、農道等の補修・改良が必要となる範囲又は位置
② 既荒廃農地の復旧又は林地化を実施する範囲
③ 農作業の共同化又は受委託等が必要となる範囲
④ その他将来にわたって適正に協定農用地を保全していくために必要となる事項に関する範囲

（１）農用地の内訳等 （２）集落戦略

①複数の加算の交付を受ける場合の加算を
適用する順序

第１順位加算 ②農業生産活動等の
体制整備の取組（集
落戦略の作成）の有
無

集落戦略を作成する
〇

協定農用地の将来像（6～10年後を想定して記入）

第２順位加算 草刈り等の
管理のみ

交付額
(円)

農用地
の現況

175,696

田代玉団地集落戦略



冠岳　現状　2020

白色塗りつぶし：仙人村



白色塗りつぶし：仙人村

冠岳　10年後　2030


